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◇良好及びおおむね良好までのポイントが8 5%を超えているもので特によい項目

◎　楽しく学校に行っている　◎　友達と仲良く生活している　◎　授業の工夫
◎　学力向上-の取り組み　◎　安全面-の配慮　　◎　健康教育　◎　電話等での対応　等
※　これらの項目は更に向上をめざし取り組んでいきます｡

◇良好及びおおむね良好までのポイントが8 5%以下今後の取組

●　子どもたちのあいさつ- ･全保護者による｢あいさつ運動｣を展開する｡
●　教師の相談体制等- - ･子どもとの心の距離を近づける｡
●　子どもについての連絡- -｣､さな出来事でも連絡を行い連携を深める｡
●　心の教育･命の大切さ- ･学校教育の重点目標として今後も推進していく｡



グラフから読み取れること

O r子どもの姿｣の間1 ､ 2､ 5は､保護者と子どもの意識はほとんど変わりがなかった｡

O ｢あいさつ｣に関する項目は､もっと努力をしなければならないことを読み取ることができる｡あいさつ運
動をしているとき､特に低学年の児童は､体が小さいので声も低い｡口が動いているのかをよく見ていると､
ほとんどの子どもたちが動かしている｡そういった意味では､子どもの判断も間違ってはいないようである｡

O ｢教師の姿｣では､保護卦児童ともに｢良好｣｢おおむね良好｣｢よくあてはまる｣｢だいたいあてはまる｣
までを見るとほとんど変わりがない｡特に催いのが｢連携･相談｣の項目である｡これは､学校側も指摘され
たことを大いに反省をし､改善に向けての努力をしなければならない｡

O r家庭の姿Jの項目では､保護者自身が厳しく評価をされているのではないかと思うほどであった｡特
に､家庭での約束事では不十分の割合が高いのが気になる｡

○忙しくなってきたせいか､家族で話す機会が減ったり､約束が守れなかったりと､子どもたち自身も正直
に見つめていることが分かる｡


